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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第２区分
【発行日】令和1年8月22日(2019.8.22)

【公開番号】特開2018-10049(P2018-10049A)
【公開日】平成30年1月18日(2018.1.18)
【年通号数】公開・登録公報2018-002
【出願番号】特願2016-137001(P2016-137001)
【国際特許分類】
   Ｇ０２Ｆ   1/13     (2006.01)
   Ｇ０２Ｂ   5/30     (2006.01)
   Ｇ０３Ｂ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｊ   4/04     (2006.01)
   Ｇ０１Ｍ  11/00     (2006.01)
   Ｇ０１Ｎ  21/21     (2006.01)
   Ｈ０４Ｎ   5/225    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ０２Ｆ    1/13     ５０５　
   Ｇ０２Ｂ    5/30     　　　　
   Ｇ０３Ｂ   11/00     　　　　
   Ｇ０１Ｊ    4/04     　　　Ａ
   Ｇ０１Ｍ   11/00     　　　Ｔ
   Ｇ０１Ｎ   21/21     　　　Ｚ
   Ｈ０４Ｎ    5/225    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】令和1年7月10日(2019.7.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体からの光を撮像素子に導く光学装置であって、
　遅相軸方向の偏光成分と進相軸方向の偏光成分との間にπ／２の相対位相差を与える第
１の位相差板と、
　遅相軸方向の偏光成分と進相軸方向の偏光成分との間に与える相対位相差を変更可能な
第２の位相差板と、
　前記撮像素子に導く偏光成分を抽出する偏光子とを有し、
　前記第１の位相差板、前記第２の位相差板、および前記偏光子は、前記被写体の側から
前記撮像素子の側へ順に配置され、
　前記第２の位相差板の遅相軸方向は、前記第１の位相差板の遅相軸方向および進相軸方
向に対して傾いており、
　前記第２の位相差板の遅相軸方向または進相軸方向は、前記撮像素子の短辺方向に対し
て平行であることを特徴とする光学装置。
【請求項２】
　前記第２の位相差板の遅相軸方向は、前記偏光子の透過軸方向に対して４５度だけ傾い
ていることを特徴とする請求項１に記載の光学装置。
【請求項３】
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　前記第１の位相差板の遅相軸方向は、前記偏光子の透過軸方向に対して平行であること
を特徴とする請求項１または２に記載の光学装置。
【請求項４】
　前記第２の位相差板は、液晶層を含むことを特徴とする請求項１から３の何れか一項に
記載の光学装置。
【請求項５】
　前記液晶層の液晶分子の傾倒方向は、前記撮像素子の短辺方向に対して平行であること
を特徴とする請求項４に記載の光学装置。
【請求項６】
　前記液晶層は、ＶＡ液晶層であることを特徴とする請求項４または５に記載の光学装置
。
【請求項７】
　前記液晶層の液晶分子の傾倒方向が前記撮像素子の短辺方向に対して平行となるように
、前記光学装置を回転させる機構を更に有することを特徴とする請求項４から６の何れか
一項に記載の光学装置。
【請求項８】
　前記光学装置の外形は矩形であり、前記液晶層の液晶分子の傾倒方向は前記光学装置の
短辺方向に対して平行であることを特徴とする請求項４から７の何れか一項に記載の光学
装置。
【請求項９】
　前記撮像素子と前記偏光子との間に配置され、複数の層からなる光学ローパスフィルタ
を更に有し
　前記光学ローパスフィルタの最も前記偏光子の側の層による光分離方向は、前記偏光子
の透過軸方向に対して４５度だけ傾いていることを特徴する請求項１から８のうち何れか
一項に記載の光学装置。
【請求項１０】
　前記光学ローパスフィルタは、複屈折素子または偏光回折素子を含むことを特徴とした
請求項９に記載の光学装置。
【請求項１１】
　前記撮像素子と前記偏光子との間に配置される光学ローパスフィルタと、
　前記光学ローパスフィルタと前記偏光子との間に配置され、遅相軸方向の偏光成分と進
相軸方向の偏光成分との間にπ／２の相対位相差を与える第３の位相差板とを有し、
　前記第３の位相差板の遅相軸方向または進相軸方向は、前記偏光子の透過軸方向に対し
て４５度だけ傾いていることを特徴とする請求項１から８のうち何れか一項に記載の光学
装置。
【請求項１２】
　前記第１及び第３の位相差板の少なくとも一方は、アクロマチック位相差板であること
を特徴とする請求項１１に記載の光学装置。
【請求項１３】
　請求項１から１２のうち何れか一項に記載の光学装置と、該光学装置からの光を受光す
る撮像素子とを備えることを特徴とする撮像装置。
【請求項１４】
　前記第２の位相差板の相対位相差ごとに前記撮像素子に画像を取得させ、該画像から前
記被写体の偏光情報を取得する制御手段を有することを特徴とする請求項１３に記載の撮
像装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【０００７】
　本発明の一側面としての光学装置は、被写体からの光を撮像素子に導く光学装置であっ
て、遅相軸方向の偏光成分と進相軸方向の偏光成分との間にπ／２の相対位相差を与える
第１の位相差板と、遅相軸方向の偏光成分と進相軸方向の偏光成分との間に与える相対位
相差を変更可能な第２の位相差板と、前記撮像素子に導く偏光成分を抽出する偏光子とを
有し、前記第１の位相差板、前記第２の位相差板、および前記偏光子は、前記被写体の側
から前記撮像素子の側へ順に配置され、前記第２の位相差板の遅相軸方向は、前記第１の
位相差板の遅相軸方向および進相軸方向に対して傾いており、前記第２の位相差板の遅相
軸方向または進相軸方向は、前記撮像素子の短辺方向に対して平行であることを特徴とす
る。
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